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Distribution of Carabid Beetles in the Ise-Shima Region, Kinki 


District, with Description of a new Subspecies 


Kójiró KATSURA, Osamu TOMINAGA, Isamu HIURA, Nakajiró DOI, 
Keitaró HARUSAWA and K6z6 TANI 


(Kinki Research Group of Carabid Beetles) 


Distributional survey of Carabid beetles were thoroughly done in the Ise-Shima Region, 
eastern border of Kinki District, Central Japan. 

1. Ten species are discovered in the region and their ranges become clear in detail as 
shown in figs. 1~4 and 6~8. Geographical variation of each species is discussed. A new local 
race of Ohomopterus maiyasanus (sensu HIURA et KATSURA, 1971) is discovered and described. 

2. Ohomopterus maiyasanus takiharensis KATSURA et TOMINAGA, new subspecies 

Colour of dorsal surface coppery, tibiae and tarsi reddish brown. Aedeagus gently curved, 
copulatory piece long, 3.3~3.6mm in length. Dorsal margin of inner plate of vaginal apophysis 
weakly trilobed, allied to that of O. iwawakianus kiiensis NAKANE et IGA. Length,  : 
24.8mm, 9 : 25.3mm. 

This new subspecies is superficially similar to ssp. shigaraki HIURA et KATSURA, 1971, in 
the size of body and in coloration, but the copulatory piece of male is more elongate 
especially in its central portion. 

Type locality : Shimosuga, Ohdai-cho, Taki-gun, Mie Prefecture. 

Type depository : Osaka Museum of Natural History. 

3. Natural hybrids of O. iwawakianus iwawakianus NAKANE and O. maiyasanus maiyasa- 
nus BATES (one locality), and O. i. iwawakianus and O. arrowianus BREUNING (two localities), 
are discovered at the points where the ranges of those parent species meet. 

4. Judging from the pattern of distributional ranges, georaphical variation and presence 
of natural hybrids, a reconstruction is made for the history of nowaday distribution of 
Ohomopterus as follows. 

Stage | : O. maiyasanus and O. iwawakianus distributed in the Tamba Mountain Range 
and the Kii Mountain Range respectively. 

Stage [| : O. »aiyasanus expanded southerly into the central lowland of Kinki District. 

Stage |[ : O. twawakianus extended northerly, and the range of O. maiyasanus became 
fragmental in the southern part of its range. 

Stage ]V : O. arrowianus of Mikawa Region invaded the southern part of studied area, 
causing retreat of O. maiyasanus and O. iwawakianus. 

Stage V : O. yaconinus of western Kinki penetrated into the Ise Basin, and ranges of local 
population of O. maiyasanus and O. iwawakianus in the lowland of Central Kinki reduced 
therefore. 
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|l. は U め に 

近畿 地方 の オサム シ 類 の 地理 的 分 布 と その 成因 を 解明 する た め , われ われ は 近畿 オサム シ と 研究 グル 
ー プ を 結成 し , 1971 年 より 各地 で 調査 を 行っ て いる . 伊勢 ・ 志 磨 地 方 は と くに Ohomopterus 属 の 分 
Aid SESE L, 分 布 形成 過程 の 解釈 に 重要 な 地域 と 思わ れ た の で , 桂 と 冨永 が 中 心 に な っ て 克明 な 野外 
調査 を 行い , 一 応 の 結果 が 得 ら れ た の で 報告 し た い . 

は じ め に 。 調査 に 協力 と 援助 を いた だ いた 次 の 方 々 に 謝意 を 表す る . (ABC 順 , 敬称 略 ) HEIL 
孝司 . 今田 哲 信 ・ 桂 枚 雄 ・ 川 中 陽平 ・ 児 玉 務 ・ 国 田 永 雄 ・ 楠 井 繁 幸 ・ 宮 武 頼 夫 ・ 水 谷 博 治 ・ 道 盛 正 
樹 ・ 西 川 喜朗 ・ 白 川 博之 ・ 杉 浦 幸夫 ・ 瀬 戸 剛 ・ 梅 原 徹 ・ 八 木 沼 健夫 ・ 吉 村 俊 彦 . 


2. 各種 の 分 布 と 地理 的 変異 

オォ サム シ 誘 引 液 に よる トラ ッ プ 法 と 冬季 採集 に より , 10 種 4 亜 種 の オサム シ を 得 た . これ 以外 に セ 
アカ オサム シ ・ ク ロカ タビ ロ オ サム シ ・ エ ゾ カ タビ ロ オ サム シ が 文献 に 報告 きれ て いる . 個々 の 採集 
デー タ は 別 の 機会 に まとめ て 発表 する と と に し , 今回 は 省 い た . また 少数 の 例外 を の ぞ き , 文献 の 記 
録 は 引用 せ ず , 記述 は すべ て われ われ 自身 の 調査 資料 に よっ た . 

1. Ohomopterus dehaanii dehaanii CHAUDOIR オオ オサム シ (M1) 

橋田 川 以 北 の 山地 に 分 布 し , 鈴鹿 川 よ り 北 で は 鈴鹿 山地 東麓 一 帯 の 丘陵 に も 棲息 する . PARR 
川北 岸 ・ 三 蜂 山 南 麓 の 飯高 町 深野 と 田 引 で ある . 形態 的 に 目立っ た 変異 を 示さ な い . 

2. Ohomopterus maiyasanus BATES マヤ サン オサム シ ( 図 2) 

次 種 ミ カワ オサム シ O, arrowianus と と も (てこ ア オオ サム シ insulicola 種 群 に 属す る . 三 つ の 地 
方 型 が みとめ られ る . 

2a. SH HERE maiyasanus BATES ( 図 13-1 て 24) 

鈴鹿 山地 北部 の 基盤 山地 に 分 布 し , 朝明 深谷 付近 を 境 に 南 の イワ ワキ オサム シ こ 地理 的 に 棲み わけ 
て いる と され て いた (小宮 , 1970b) が , BREXASITHMECOUTH), Ai TREC 1 7 
ワキ オサム シ と の 自然 雑種 個体 群 が 発 見 され た . 

段丘 上 に 分 布 す る も の は , 体 の 大 き さ や $ の 陰茎 内 袋 骨 片 の 形状 等 で 基盤 山地 の も の と は 少し 凌 っ 
て お り ( 図 13-1 ン 3), と の 問題 は 今後 の 検討 を 要する . 養老 山地 南端 の 多 度 山 付近 で は 大 形 と な る . 

2b. YHE ohkawai NAKANE ( 図 13-72 て 92) 

NAKANE (1968) に より 志摩 半島 鵜方 産 の わずか 1 頭 の $ に より 記載 され た . その 後 再発 見 され 
ず , ミカ ワオ サム シ と の 分 類 学 的 関係 が 不明 の まま 今日 に 至っ て いた (小宮 , 1970a, 1970b, 19752, 
1975b : 中 根 , 1977) . われ われ は 8 鵜方 に お いて 再発 見 に 成功 し , F も ふく め て 33 頭 を 得 た . BUS 
は 高位 段丘 面 で きま きわめて 限ら れ て お り , 絶滅 の お それ が ある . 体 色 は すべ て 銅 色 で , 黒色 型 は 得 ら れ 
な か っ た . 骨 片 は 長く の び , 先端 部 が 側 方 か ら 圧 せら れ て ね じ れ る 点 で , ミカ ワオ サム シ で な く て マ 
ャ サン オサム シ の 地方 型 と 考え られ る . 骨 片 の ね じ れ が つよ く , シワ が 多数 あり , か つ 個 体 変 異 が い 
ち じ る し い . 全体 と し て 奇 型 的 で ある . 

2c. 滝原 亜 種 ( 図 13-49 て 71) 

宮川 上 流 の 数 地点 (に は , ohkawai に 似 て 体型 は より 小さく, 骨 片 は より 長く て 側 圧 さき れ て ね じ れ , 
信楽 山地 亜 種 shigaraki HIURA et KATSURA 45 & —JE&Hro&u, 地理 的 に まとまっ た 個体 群 
が 棲息 する . 黒色 型 は み ら れ な い . 研究 の 便宜 の た め , 文末 で これ に 亜 種 名 を 与え る . 
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Fig. 1. Map showing the distribution of Ohomop- Fig. 2. Map showing the distribution of insuli- 
terus dehaanii dehaanii in the Ise-Shima cola species group of the genus Ohomopterus 
Region. in the Ise-Shima Region. M : O. maiyasanus | 


maiyasanus, T : O. maiyasanus taktharensis, 
O:0O. maiyasanus ohkawai, A: Asamayama 
population of O. maiyasanus. Black circles : 
O. arrowianus. 


本 地方 に は も う 1 型 が 朝熊 山 に 棲息 する よう で ある . RRS (1955) の 写真 を 見 る か ぎり で は , 
ohhawai より も る 滝原 亜 種 に 近似 こと 思 われる. これ まで $④ が 2 頭 採集 され て いる だ け で あり , われ わ 
れ も る か な り の 精力 を 投入 し た が 再発 見 で き な か っ た . 

3. Ohomopterus arrowianus BREUNING ミカ ワオ サム シ (M2, 13-25 て 28) 

二見 ヶ 浦 の 海浜 の 沖積 層 か ら 白 猪 山南 斜面 の 基盤 山地 に まで 棲息 する . 宮川 て 種田 川 に か け て の 低 
山地 や 丘陵 に 広く 連続 的 に 分 布 す る が , 明野 ヶ 原 丘陵 に は 分 布 し な い . 骨 片 の 形 に 地理 的 な 差 が ほ と 
ん ど み と め ら れ な い . 骨 片 が 単純 な 棒状 で ある 点 か ら , マヤ サン オサム シ で は な く て ミカ ワオ サム シ 
の 地方 型 と 考え られ る . 小宮 (1975a) は 名 古屋 付近 の f. nagoyaensis に 近い と し て いる が , FAR 
を へ だ て た 湿 美 半島 の 個体 群 ( 図 13-44 て 48) と 比較 する と , 体 の 大 きき さ を の ぞ き 差 半 は は ほとんど な 
v. 二見 ヶ ケ 浦 で は 体 の 大 き さ で も ぉ る 混 美 半島 産 と 同 程度 の 個体 が み ら れ る . 色彩 が 金銅 色 か ら 鈍 い 銅 色 
の も の , 黒色 で 麹 緑 が 色づく も の , 全体 黒色 の ぉ の まで 変異 に と む 点 も 同様 で ある . 中 根 (1977) は 
マサ ヤン オサム シ も ミカ ワオ サム シ も すべ て アオ オサム シ O. insulicola の 地理 的 亜 種 と し て いる が , 
と と で は 日 浦 ・ 桂 (1971) の 見 解 に し た が い , 別 の 種 と し て 扱う こと に する . 
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4. Ohomopterus yaconinus yaconinus BATES ヤ コ ン オサム シ (M3) 

本 種 は 西 か ら 近 畿 中 軸 部 の 低地 を 近江 ・ 伊 賀 盆地 まで 連続 的 に 分 布 し て いる が , SHEIK d RIT 
は み ら れ な い . し か し 室生 地方 か ら 雲 出川 沿い に 伊勢 平野 の 一 部 へ の びている . 久居 市 か ら 美 杉村 付 
近 に み ら れ , 南限 は 枚 田 川北 崖 の 川岸 で あり , と の 川 の 南岸 で は 発見 され な か っ た . (後藤 , 1956 は 
亀山 か ら 記録 し て いる ). 松阪 市 内 に る 分 布 し , ミカ ワオ サム シ と は 水平 的 に ほ ば 棲み わけ て いる が , 
山添 町 一 乗 寺 で は 一 部 混 棲 し , そ と で は 本 種 が より 低 所 に 棲 委 し て いる . ミカ ワオ サム シ の 黒色 型 と 
は 外観 に よる 区 別 が 難 か しい. 

5. Ohomopterus iwawakianus NAKANE イワ ワキ オサム シ ( 図 4) 

オオ オサム シ 及 び ヤ マト オサム シ と は 混 棲 する が , 他 の Ohomopterus 属 の 諸 型 と は ほ ば 垂直 的 に 
棲み わけ て いる . 部 分 的 に ミカ ワオ サム シ や マヤ サン オサム シ と の 自然 交雑 個体 が み ら れ る . 

と れ ま で 伊勢 ・ 志 磨 地方 で は 二 亜 種 が 知ら れ て いた . 亜 種 twawakianus ( こ は 〒 の 及 体 に 2 型 
(A 型 と B 型 ) が ある (神吉 , 1963) . A 型 は 平たい 皿 型 で , 中 央 溝 は 発達 し , 周辺 が や や 隆起 し , 
全体 や や 歪ん だ 円 形 の 腔 体 で ある ( 図 5-1) . B 型 は 周辺 の 隆起 部 が 上 辺 で 欠け , その た め 中 央 溝 か ら 
蝶番 状 に 開い た 単純 な 板 状 と な る ( 図 5-6). E kiiensis の 豚 体 は B 型 に 近い . iwawakianus は 
地理 的 に は 東南 の も の ほど B 型 が 増え , kiiensis と 連続 する (小宮 , 1970a). われ われ が 検討 し た 結 
果 , 志 磨 半島 産 や は ほとん ど kiiensis と 連続 する B 型 で し め ら れ , 地理 的 に は 小宮 の いう よう な 傾 
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Fig. 3. Map showing the distribution of Ohomop- Fig 4. Map showing the distribution of Ohomop- 
terus yaconinus yaconinus (black circles) and terus iwawakianus in the Ise-Shima Region. 
Apotomopterus porrecticollis kansaiensis (E) 
in the Ise-Shima Region. 
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向 が みとめ られ た . つま り 鉛 鹿山 脈 で は A 型 で あり , 紀伊 山地 中 央 部 と 志摩 半島 に 近づく に し た が っ 
て B 型 が 多い 傾向 は ある が , と の 形質 で iwawakianus を 二 つ の 地理 的 な 型 に 分 つと と は で Bu. 
っ まり ® き の 逐 体 は 亜 種 の 分 割 に 有効 で な い (M5). vou 529g CIS ERUTIEAAEO $ DISH 
に 暗 化 の 傾向 が つよ く , 完全 に 黒色 と な っ た 個体 が 多く み ら れ , 体 色 は 黒色 型 が か な り の 占 度 で あら 
われ る . 上 次 の ふく ら み は 一 般 に つよ い . 杜 田 川 以 南 の も の は 脱 節 が 赤褐色 で , 体 色 に は 黒色 型 が 発 
見 され ず , 上 次 の ふく ら み が よわ い . Bü iwawakianus, 後者 を kiiensis と し て か ろう じ て 二 加 
種 を 認め る と と が で きる . 志摩 半島 産 は 大 型 で ある が , 半島 基部 産 は 典型 的 な knensis と の 中 間 的 
サイ スズ と な る 。 

5a. 紀伊 山地 亜 種 zeS2S NAKANE et IGA 

紀ノ川 て 竹 田川 線 以 南 の 紀伊 半島 山地 に 分 布 し , 1,700m 付近 に まで 棲息 する . 志摩 半島 で は 北 半 
部 を ほ ば 東端 山地 まで み ら れ る . 

5b. HER iwawakianus NAKANE 白 猪 山北 斜面 か ら 北 は 基盤 山地 を 鈴鹿 山脈 の 朝明 洪 谷 ま 
で 分 布 す る . 

6. Ohomopterus yamato NAKANE ヤマ ト オ サ ムシ ( 図 6) 

分 布 圏 は オオ オサム シ と ほぼ 重なり, 垂直 的 に は 少し 高 所 に 棲 委 する . 山地 性 で , 小宮 (1975b) 
が 格 田 川南 岩 で 記録 し た 他 は , すべ て 橋田 川 の 北 に 限ら れる . 地理 的 変異 は 少な い が , 鈴鹿 山地 北部 
の も る も の は \ の 上 腔 体 が 三河 地方 産 に 近い 個体 が 混 る . 
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Fig. 5. Variation of the inner plate of vaginal o 
apophysis of Ohomopterus iwawakianus in the 
Ise-Shima Region. 1-3: Fukudayama, alt. e 
400m, Shiroyama-cho, Ichishi-gun, 4,9,10: @ ルー ュー 
Takihara, alt. 110m, Ohmiya-cho, Watarai- o 6 Mi / 
gun, 7: Unrinin, alt. 120m, Geino-cho, Age- 9 Riv.Miya m 
gun, 8: N. of Sahara, alt. 120m, Ohdai-cho, Pid a. y の 
Taki-gun, 5, 6, 11, 12: Hiyori-yama, alt. e © e i 
15m, Toba City. 


Fig. 6. Map showing the distribution of Ohomop- 
terus yamato in the Ise-Shima Region. 
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7. Apotomopterus porrecticollis kansaiensis NAKANE アキ タク ロナ ガオ サム シ ( 図 3, E) 
g 届 山地 北端 部 と 布引 山地 の も の は 室生 山地 まで つなが る が , 北部 分 布 圏 と の つなが り は 全く な い . 
8. Carabus (Leptocarabus) kumagaii KIMURA et KOMIYA オオ クロ ナガ オサム シ ( 図 7) 

9. Carabus (Leptocarabus) procerulus brocerulus CHAUDOIR クロ ナガ オサム シ (M7, P) 
前 種 は 近畿 地方 で は 南 半 部 に 分 布 し , 鈴鹿 山脈 で は 野 登山 東 艦 が 北限 で ある . 後 種 は 近畿 北 半 に 分 
fi, 南限 は 伊勢 平野 中 央 部 で あぁ ある. と これら 2 種 の 棲息 は 括 抗 関係 に あり , 一 般 に 両 種 の 分 布 が 接 す 
る と こと ころ で は 北方 の procerulus が より 高 所 に 棲み , kumagaii は 河川 沿い の 低 所 に み ら れ る . と と 
ろ が 希 鹿 山地 の 東側 で は 両者 の 上 下関 係 が 逆転 し て いる . 水平 的 に は 安濃 川 が 境 で ある . 

10. Damaster blaptoides blaptoides KOLLAR マイ マイ カブ リ ( 図 8) | 
離島 を の ぞ く 調 査 地 域 の 全域 に 分 布 す る が , 沖積 平野 で 個体 数 が 少な い . 地理 的 変異 は 若干 み ら れ 
る が , 今回 は 検討 し な か っ た . 


3. 種 間 雑種 に つい て 

と これ まで オサム シ 類 の 種 間 雑種 は , 伊豆 半島 基部 で 分 布 圏 が 接する アオ オサム シ Ohomopterus 
insulicola と シズ オカ オサム シ O. esakii の あい だ で 認め られ て いる の が 唯一 の 例 で あぁ る (小宮, 
1970a), 伊勢 ・ 志 摩 地 方 で は , 3 地点 に お いて 種 間 雑種 と 思わ れる も の が 得 ら れ た . と の 現象 は 種 
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Fig. 7. Map showing the distribution of two spe- Fig. 8. Map showing the distribution of Damaster 
cies of Leptocarabus in the Ise-Shima Region. blaptoides blaptoides in the Ise-Shima Region. 


P : Carabus (Leptocarabus) procerulus proce- 
rulus, Black circles: C. (L.) kumagait. 
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と 種 の 生態 的 地位 の 異同 を 判断 する の に 重要 と 思わ れる の で 報告 し て お く ( 図 9). 

第 1 地点 鈴鹿 市 山本 椿 大 神社 (海抜 190m) 

鈴鹿 山地 の 山本 こ と あたり , 山地 が 段丘 に うつ りか わる 地形 転換 点 に 位置 し て いる . 山地 側 に は イ 
ワ ワ キオ サム シ O. iwawakianus iwawakianus が 分 布 し , 段丘 面 上 と は マヤ サン オサム シ O. 
maiyasanus maiyasanus が 分 布 し, 両 種 分 布 圏 が 接し て いる . COBHCAKTNRIEOTGSC GUT, 採集 
し た る 6 頭 は すべ て 両 種 の 自然 雑種 と 考え られ る も る の で あっ た . 図 9- 3 て 8 に 示し た よう に , CNS 
D> 陰茎 内 袋 骨 所 は twawakianus と maiyasanus の それ の 中 間 的 形態 を 示す . 

第 2 地点 伊勢 市 檜原 (海抜 40m) 

島 路 山 か ら つら な る 前 山 の 山麓 に 位置 し , 山地 側 に キイ オサム シ O. iwawakianus kiiensis が 分 
div, 両 種 分 布 圏 の 接点 に あたる . と と で は 多数 の arrowianus (こま じ り , 雑種 個体 が 1 COATS 
られ た . 図 9 -11 に 示し た よう に , 両 種 の 骨 片 の 中 間 的 形態 を ちっ て いる と と か ら 5 雑種 と 判断 し た . 

第 3 地点 度 会 郡 大 宮 町 堀井 原 て 打 見 (海抜 90m) 

eni C, 前 二 例 同様 に 地形 転換 点 に あたる . 第 2 地点 と 同じ く 山 地 側 に は O. i. kiiensis, 
河岸 段丘 面 上 に は O. arrowianus が 分 布 し , 両 種 分 布 圏 の 接点 と な っ て いる . と と で 採集 され た る 
の うぅ うち, 2 頭 は kiiensis と 判断 が つか ぬ 個 体 で (X 9-22, 23), の ことり 10 頭 は 明らか に kiiensis と 
arrowianus の 中 間 的 骨 片 を る ち , 雑種 と 考え られ た ( 図 9-12 て 21) . 

伊勢 ・ 志 磨 地 方 に は 5 ERO Ohomopterus が 分 布 す る に も か か わら ず , 自然 雑種 が アオ オサム シ 種 
群 に ぞ く す る O. maiyasanus お よび O. arrowianus £t, ヤ コ ン オサム シ 種 群 と 考え られ て きた 
O. iwawakianus の 間 ( に の み 発 見 き れ た C cB, 

®© maiyasanus と iwawakianus ,arrowianus と iwawakianus の 分 布 城 が 比較 的 最近 に 接触 し た , 

② 体 の サイ ズ が 類似 し て いる , 

© 3 種 の 繁殖 期 が 一 致す る な ど , 生活 に お いて 共通 性 が 多い と と , 

等 の あら われ と 解釈 する こと が で きる . 

逆 に 分 布 域 が 大 幅 に 重なる O. dehaanii お よび O. yamato, O. iwawakianus 3 種 の 間 に 雑 交 が 
起 っ て いな い 事 実は , これ ら 3 種 の 分 布 重複 の 歴史 が 長く , 体 の サイ ズ の 差 が 大 きく , 生殖 的 隔離 機 
構 が 完成 し て いる と と を 意味 する もの と 考え られ る . 


4. 分 布 形成 過程 の 考察 

伊勢 ・ 志 磨 地 方 で 分 布 域 が 明瞭 と な っ た 10 種 の オサム シ の うち Ohomopterus の 4 種 , matyasanus, 
iwawakianus, arrowianus, yaconinus は 互い に 分 布 域 を 違え て お り , 重複 棲息 し て いな い . SATAY 
allopatric で ある (M10). この よう な 現在 の 分 布 関係 が どの よう な 過程 を へ て 形成 され た か , 考察 し 
Tao. 

図 11 に 示し た よう に , 大 局 的 に みて 種 maiyasanus は 近畿 地方 北 半 の 丹波 一 飛騨 山地 に 分 布 し , 
種 iwawakianus は 南 半 の 紀伊 山地 に 分 布 す る . 両 山地 に は さま れ た , いわ ゆる 近畿 中 軸 部 (に は 両 竹 
と る 狭 少な 分 布 域 が 点 在 し て お り , か つ 小 分 布 域 ど と に 微細 な 地理 的 変異 を し めす . と れ ら の 小 分 布 
域 は , 当然 いっ た ん 拡大 し た 分 布 域 が 縮 少し た 結果 で あり , その 縮 少 は 図 11 か ら 判断 する か ぎり で 
ii, 一 見 ,。 オ サム シ に と と っ て 不適 当 な 環境 の 拡大 に よる も の の よう に 思わ れる . と と ころ が 志摩 半島 完 
端 部 の ohkawai や 半島 基部 の 滝原 亜 種 の 狭 少な 分 布 域 は , arrowianus と kiiensis の 分 布 圏 の 狭間 
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Fig. 9. Localities and copulatory pieces of natural hybrids of Ohomopterus. Left: Map showing 
the distribution of O. matyasanus (horizontal stripes), O. iwawakianus (vertical stripes) 
and O. arrowianus (dotted), and the localities where the natural hybrids were discovered 
(Cross marks). Right: Copulatory pieces of parent species and hybrids; Locality I : 
Tsubaki-Daijinjya, alt. 190m, 1 and 2: parents species, 3~ 8: hybrids, Locality I : 
Utsugiwara, alt. 40m, Ise City, 9 and 10 : parents species, 11 : hybrids, Locality ][ : Sekiihara 
~Uchimi alt. 90m, 9 and 10: parents species, 12--23 : hybrids. 
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に あり , 物理 的 ある い は 生態 的 な 条件 より は , PPT ACN STB COBMAITBTS, 追い つめ 
られ た 結果 で ある と 考え て よい で あろ う . し た が っ て 伊勢 ・ 志 摩 地 方 を いっ た ん 南 ま で 分 布 を 広げ 
た 種 maiyasanus は , その の ち 山 地 を 広がっ た iwawakianus と 平地 に 広がっ た arrowianus の 
た め 人 分 布 域 を 分 断 さ れ た と と に な る . 鈴鹿 ・ 滝 原 ・ 志 摩 の 三 亜 種 の 分 化 は , その 後に 生じ た も の で 
HAD. 

いっ ぽう , iwawakianus と arrowianus を 比較 する と , arrowianus は 伊勢 注 を へ だ て た 混 美 半 
島 産 と 伊勢 南部 産 と の 間 に 形 態 的 分 化 が み ら れ な い の に 反し , iwawakianus は 志摩 半島 ・ 紀 伊 半 伺 
東部 ・ 白 猪 山 ~ 矢 頭 山 山塊 ・ 鈴 鹿山 脈 南 部 の 4 山塊 の 間 に 微細 で は ある が 地理 的 変異 が みとめ られ 
5. し た が っ て と の 地 へ の 侵入 は twawakianus より も arrowianus が 新しい 時 期 と 考え られ る . 
伊 替 南 部 て 志 磨 地方 に 関す る か ぎり , 現在 の 分 布 形 成 は maiyasanus, iwawakianus, arrowianus の 
順に 新しい と と に な る . 

次 に yaconinus の 分 布 は 中 国 地方 か ら 近 畿 地 方 中 軸 部 の 低地 帯 に 連続 し て お り , AVS ICH 
勢 平野 の 一 部 へ 進出 し て いる . 色彩 は 地域 に よっ て 銅 色 型 が 多い 等 の 傾向 が ある が , 形態 的 な 分 化 は 
みとめ られ な い (伊勢 産 は すべ て 黒色 型 ). 村田 川北 岸 の 河川 敷 や 久居 市 ・ 松 阪 市 の 市 内 公園 等 に 多 
数 棲 邊 し て いる と と か ら , 荒地 や 人 工 環 境 の 拡大 じ に かかわ ら ず 勢力 を 維持 で きる 時 盛 な 種 と 考え られ 
る . 近畿 中 軸 部 の maiyasanus と iwawakianus の 散在 小 分 布 圏 は . その 周囲 を yaconinus (て 包 
囲 さ れ て いる の で , より 大 型 の yaconinus の 分 布 拡大 に より , 競争 に 敗れ て 縮 少し た 結末 で ある と 
考え られ る . つま り , maiyasanus と iwawakianus より yaconinus の 分 布 拡大 の 方 が , 後期 と 
いう こと に な る る 。 

arrowianus と yaconinus の 分 布 拡大 の 新旧 は , 格 田 川沿 央 の 微分 布 に よっ て 判断 され る . 
arrowianus は 川 の 両 岸 や 上 流 で は 河川 敷 に る 棲 委 す る の に くら べ , yaconinus は 北岸 に の み 分 布 
し , 河川 敷 に ぉ 棲息 する の に か か わら ず , 南 岩 で は 全く みとめ られ な い . と の と と か ら 樹 田川 の 流 路 
が 現 位 置 に 定着 する 以前 に arrowianus は すでに 侵入 し て お り , yaconinus は 現 流 路 の 成立 以後 に 
到達 し た と と の あら われ で ある と 判断 され る . 

と の よう な 論拠 に もとづき, と れ ら 4 種 の Ohomopterus の 分 布 形 成 史 を 図 12 の よう に 推定 した. 

第 1 期 . 近畿 の 南北 に O. maiyasanus と O.iwawakianus が 併 立 . 

第 2 期 . 中 軸 部 を O. maiyasanus が 南下 . 

第 3 期 . 中 軸 部 を O. iwawakianus が 北上 し , O.maiyasanus の 分 布 圏 を 分 断 . 

第 4 期 . 東 か ら arrowianus が 侵入 , 伊勢 ・ 志 磨 の 〇 . m. maiyasanus, O. i. kiiensis, O. i. 

iwawakianus を 圧迫 . 
第 5 期 . 西 か ら O. yaconinus の 侵入 , 中 軸 部 の maiyasanus や iwawakianus を 分 断 , arro- 
wianus や 部 分 的 に 圧迫 . 

以上 は あく まで 相対 的 な 新旧 関係 で あり , 時 代 論 は と こと で は 述べ な い . た だ し arrowianus Of 

Aid, 伊勢 湾口 が 陸 化 し て いた 時 代 で ある と と は 指摘 し て お きた い . 


b. マヤ サン オサム シ 滝 原 亜 種 の 記載 
志 磨 半島 基部 滝原 地方 に 孤立 し た 小 分 布 園 を もつ マヤ サン オサム シ は , その 形態 的 特徴 は 軽微 で あ 
233i, 今後 の 論 義 の 便 を 考え て 新 名 を 与え て お きた だ たい. 
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Ohomopterus maiyasanus takiharensis Katsura et ToMINAGA, new subspecies. 


( 図 13-49 て 71) 
背面 は 明る い 銅 色 , まれ に 緑色 の 金属 光沢 び が つよ い 個 体 が ある . 黒色 型 は な い . ASA CIARA MGR 
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Fig. 10. Map showing the outline of distribution of four species of Ohomopterus in the Ise-Shima 
Region. Vertical distribution in the enclosed area are summarized in the right. 
M : O. maiyasanus maiyasanus, 1: O. iwawakianus iwawkianus, Y : O. yaconinus yaconinus, 
K:O. iwawakianus kiiensis, A: O. arrowianus, T : O. maiyasanus takiharensis, O : O. 
maiyasanus ohkawat. 
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Fig. 11. Map showing the outline of distribution of three species of Ohomopterus in the Kinki 
District. Horizontally striped area : O. maiyasanus, vertically striped area : O. iwawakianus, 


and dotted area : O. arrowianus. 
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Fig. 12. Five stages of the his- 
tory of distributional ranges 
of Ohomopterus in the Kinki 
District, reconstructed by the 


present study. 


色 て 赤褐色 . $ の 陰茎 は 信楽 山地 亜 種 shigaraki や , 摩耶 山 か ら 鈴鹿 山脈 北部 に か け て の 冠 名 亜 種 
maiyasanus (C4 bec, 先端 部 内 縁 の 湾曲 が の ゆる や か で ある . 陰茎 内 袋 骨 片 は 長く , 3.3 て 3.6mm に 
達し , 形状 は 亜 種 shigaraki (長き 2.6 て 2.9mm) に 似る が , その 中 央 部 が より 長い . 2 OAS 
fi maiyasanus や shigaraki (てこ くらべ, 背 緑 が 三山 型 と な り , 両側 緑 は 縁 ど り が 顕著 で か つ 基 部 側 
方 に は り だ す . 骨 化 の 程度 は 弱い な が ら 助 腔 体 の みとめ られ る 個体 が ある . 朋 体 の 全 形 は むし ろ O. 
iwawakianus kiinsis の それ に 似る . 

体長 る : 22.5~25.5mm (平均 24.8mm), 92 : 23.0 て 27.0mm (平均 25.3mm) 

完 横 式 標本 : る COMNH - TI-2) 三重 県 多気 郡 大 台 町 下 菅 alt. 130m, 1974- NX -4, E. 列 模式 
EUR: 三重 県 多気 郡 大 台 町 下 菅 alt. 130m, 1974-X-4, 25392, 桂 ・ 冨 永 採 LOMNH・JI-25718 て 
25722); 三重 県 多気 郡 大 台 町 菅 合 alt. 120m, 1974-KX-5, 3639, 桂 ・ 吉 村 俊 彦 採 COMNH - JI- 
25723 て 25728] : 三重 県 多気 郡 宮 川村 清水 , alt. 130m, 1974-X-4, 13, 桂 採 COMNH - JI-25729) 
; 三重 県 度 会 郡 紀勢 町 阿曽 , alt. 140m, 1975-][-25, 35892, 桂 採 COMNH - JI-25730~25740). 
同 . 1975- V -10, 49, 桂 ・ 量 永 採 LOMNH・J1-25741 て 25744J. 
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Fig. 13. Copulatory pieces and inner plates of vaginal apophysis of the insulicola species group of 
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the genus Ohomopterus. 

Top: O. maiyasanus maiyasanus, 1~3 and 9~10: Hirohata-Jinjya, alt. 110m, Nakako- 
mono, Komono-cho, Mie-gun, 4~8 and 11~16 : Chigusa~Asaake, alt. 170m, Komono-cho, 
17~24 : Mt. Tado, alt. 150~200m, Tado-cho, Kuwana-gun. Middle: O. arrowianus, 25~ 
28 : Kamisaka~Kongozaji, alt. 200m, Taki-cho, Taki-gun, 29~33 : Yamamuro, alt. 200m, 

Matsusaka City, 34~38: Hirao~Mt. Kunitsuka, alt. 100~300m, Watarai-mura, Watarai- 
gun, 39~43 : Shoo, alt. 5m, Futami-cho, Watarai-gun, 44~48 : Yamada, alt. 50m, Atsumi- 
cho, Atsumi-gun, Aichi Pref. Bottom, left: O. maiyasanus takiharensis Katsura et Tomi- 
naga, subsp. nov. 49~51 and 59~60: Shimosuga, Ohdai-cho, Taki-gun, 52 : Shimizu, 
Miyagawa-mura, Taki-gun, 53~55 and 61~63: Sugaai, Ohdai-cho, 56~58 and 64~71: 
Aso, Kisei-cho, Watarai-gun. Bottum, right : O. maiyasanus ohkawai, 72~92 : Ukata, alt. 
20m, Ago-cho, Shima-gun. 
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